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平成 18 年度 第 1 回 芦屋市立上宮川文化センター運営審議会 会議要旨 

 

日  時 平成18年８月24日（木） 10：00～11：30 

会  場 芦屋市立上宮川文化センター ３階 大会議室 

出 席 者 委 員 長 岡本 威 

副委員長 中川 喜代子 

委  員 依田 秀任・牧野 君代・岸田 強・岸田 章子・松本 勝治 

川本 正男・船越 昌三・浅原 友美 

事 務 局 生活環境部長・センター長・隣保館長・人権推進担当課長 

上宮川文化センター主事 ３名 

会議の公表  

   ■ 公 開       □ 非公開       □ 部分公開 

 

 

 

＜非公開・部分公開とした場合の理由＞ 

 

傍聴者数      ０  人 

 

１ 議 題 

（１）平成１７年度事業について（報告） 

（２）平成１８年度の運営方針及び事業について（説明） 

 

２ 審議内容 

事務局から上記の議題（１）及び（２）について報告並びに説明を行い、各委員から

次のとおりの意見を頂いた。 

 

「主な質疑・応答、意見」 

・質問（委員） 

  ｼﾞｭﾆｱクラブは、週４回開催していたのに現在は、週２回に減った。それには何か理

由があるのか。 

 ・回答（事務局） 

  開設（平成１０年）した当時は、週４回でしたが、子どもにとって週４回というの

は、結構負担で、習い事や友達同士の付き合いなどもあり、当日、急に欠席する子ども

が重なり事業が成立しないことがたびたび生じるようになった。そこで回数を減らし曜

日を固定したら子どもも自分の予定が立てやすくなり、出席率も向上し、且つ安定した

事業運営が出来るよいになったという次第です。  

・質問（委員） 

 実施している事業で、地元の人がたくさん参加している教室とほとんど参加のない

教室は、どれですか。 

・回答（事務局） 

 地元の人が多いのは、民踊、民謡、手づくり教室（手芸）で、まったく参加のない

のは、気功教室です。それと、これらの事業（教室）は、平成１７年度から自主活動

に移行しています。 
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・意見（委員） 

 朝ごはんを食べずに学校に来る子どもが増えている。空腹だと集中できないし、勉

強どころではない。隣保館活動と直接には関係がないかもしれないが、その子どもた

ちに対して、きちんとした生活習慣の確立を指導していくことが今後大切な問題にな

っていくと思う。又、６０歳以上の方のパソコン教室の件ですが、ＩＴデバイト対策

としてこれからも是非、文化センターで継続してやって欲しい。 

  

  （委員長） 

 貴重なご意見ありがとうございました。予定しておりました議事は全て終了いたし

ました。これをもちまして、本日の芦屋市立上宮川文化センター運営審議会を終了い

たします。 

 

以上 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      


